
1934年（昭和9年）築 旧陸軍 気球連隊第二格納庫 2020年9月（令和2年）解体

　撮影年月日1947/09/24(USA M504 168)(昭和22年) 　　　　2020年当時の写真↑（跡地には7階建てマンション等建設)
　　　出典：国土地理院ウェブサイト(地理院データ) 　　　　（第一格納庫跡地は、現在13階建てマンション）

　　気球連隊第二格納庫 　　2020年当時の川光倉庫

陸軍の気球隊として1927年（昭和2年）所沢より鉄道連隊に近い当地に移転。
1936年（昭和11年）陸軍気球聯隊に改組され、砲兵科所属に移管された。1934年（昭和9年）第二格納庫築。
帝国陸軍唯一の気球部隊であり、連隊番号はありません。太平洋戦争末期に「ふ」号作戦（風船爆弾）
にかかわったようです。　空襲で焼けた小学校の学舎として一時期使われたとのことです。

← 第二格納庫

← 第一格納庫
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1934年（昭和9年）築 旧陸軍 気球連隊第二格納庫 2020年9月（令和2年）解体

第一格納庫から出される繋留気球

　　　第二格納庫と繋留気球

　第二格納庫構造に採用された 　　第一格納庫は、1955年(昭和30年)当時、鉄工場として利用されていたようです。

「ダイヤモンドトラス」ガセットプレート部

風船爆弾全体図→

近隣の歴史的痕跡

　千葉公園の近くに鉄道第一連隊があり、下志津駐屯地までに演習路線（下志津線）が
　敷かれていたようです。 （軌間600mmの軽便鉄道）

　　　　陸軍歩兵学校の将校集会所通用門跡 陸軍用地の境界石

陸軍歩兵学校跡（作草部公園）

このあたりに下志津線があった
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